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はじめに
デンマーク教育においては，グルントヴィ（Nikolaj Frederik Grundtvig　1783–1872）とクリステ
ン・コル（Kristen Mikkelsen Kolds　1816–1870）の教育理念の影響が底流に存在するといわれてい
る（１）。特にグルントヴィの教育理念を継承してきた私立学校であるフリースコーレにおいては，現
在もグルントヴィの主張した「対話と生きた言葉による相互作用（２）」が教育理念として掲げられて
いる。グルントヴィの教育理念はクリステン・コルによって，学校設立運動として具現化された。中
でもフリースコーレ初等教育におけるコルの影響は現在もなお大きいとされている。
コルは，初等教育においては物語が最も必要であるとした。コルは，物語を口頭での生きた言葉に
よる語り手と聞き手の直接のコミュニケーションであり，聞き手の想像力をより深く刺激するものと
捉え，初等教育の根幹としたのである（３）。物語を語ること，語ることによる教育を重視した当時の
コルの教育は，「対話教育」というよりも，むしろ「オラリティー教育」ともいうべき内容と考えら
れるのではないであろうか。
デンマークにおいては現在，グローバル社会に対応していくための様々な教育政策が推進されてい
る（４）。しかしながら，フリースコーレにおいては，対話教育や言語活動という枠では捉えきれない
伝統的な「オラリティ （ー声の文化）」が現在もなお存在していると考えられる。「対話と生きた言葉」
を教育現場において重視していると考えられるデンマークのフリースコーレの教育を，オラリティー
という新しい視点で検討していく必要があると考えられる。
先行研究については，デンマークにおける対話重視の教育をグルントヴィ思想から研究したもの，
教育内容から対話教育の現状を研究したものなどがあるが（５），デンマークのフリースコーレにおけ
る「対話と生きた言葉の相互作用」の理解を目的とし，具体的な教育まで言及しているものは管見の
限り見当たらない。
デンマーク教育現場において，オラリティー（声の文化）はいかなる教育として具現化されている
のか。グルントヴィとクリステン・コルの教育理念を継承しているフリースコーレ初等部と，その教
員を養成しているフリーレーラースコーレ（自由教員大学）の教育をカリキュラムや時間割，インタ
ビューを通して検討し，オラリティー教育に関する考察をすることが本論文の目的である。
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１　オラリティーの定義
オラリティーは文化人類学や言語学領域において生成された言葉であり，現在もなお教育学領域に
おいて市民権を得ているとはいえない。したがって，ここで本論文におけるオラリティーという言葉
の意味規定をする必要性がある。本論におけるオラリティーは，オングのオラリティー概念を参考と
する。
オングは著書『声の文化と文字の文化』において，言語学的見地から，声の文化（オラリティー）
と文字の文化（リテラシー）との間にある心性の違いに着目し，声としての言葉が有する特有の作用
について述べている（６）。オングは，音声，音として声は存在し，視覚優先のリテラシーに対し聴覚
優先であることから，視覚と聴覚の感受方法には差異があると述べている。メルロ・ポンティが述べ
たように視覚は空間を切り離し，「解剖する（７）」のに対し，聴覚は空間を全体的に捉える感覚だとす
る。視覚が切り離す感覚であるのに対し，聴覚は統合する感覚であるということがリテラシーとオラ
リティーの根本的な差異であるという見解を示している。 オングによれば，話されることばは，音
声という物理的な状態においては人間の内部から生じ，人間どうしをたがいに意識をもった内部，つ
まり人格 Persona として現れさせる。それゆえに，話される言葉は，人びとをかたく結ばれた集団と
して形成するとしている。
オングは文字の文化，文字を読み書きする能力としてのリテラシーに対し，オラリティーを声の文
化，声としての言葉の性格として定義している（８）。オーラルとの差異については，声あるいは口頭
としての言葉が継承され，集団において文化的な意味を有するという点であるとしている。
声としての言葉は，対話，朗読，歌など多岐にわたり存在する。肉体を通した身体的な声すべて
をオラリティーとし，教育の新しい視点として提案したい（９）。本論文においては，これらのオラリ
ティー概念に基付く教育を，何らかの方法で取り入れることを「オラリティー教育」として捉えてい
くこととする。
２　デンマーク教育におけるフリースコーレの位置付け
グルントヴィの教育理念を具現化し，学校設立運動を展開していったクリステン・コルは，フリー
スコーレ（friskole）の発展に力を注いだ。「国家は子どもたちから親を引き離してしまった（10）」とい
うコルの言葉に残されているように，教育を創っていくのは国家ではなく，親たちであるという考え
がデンマーク教育の基底にある。国家を支える国民を創り上げていく教育は，国民の手によって創り
上げてゆくべきものであり，それゆえ，学校教育を含め，教育の権利と責任を親は有するというグル
ントヴィとコルの主張した教育の自由が理念として継承されている。
これらの教育の自由は，歴史的には 19 世紀半ばに発布されたデンマーク民主憲法が出発点となっ
ている（11）。教育を受けるのは必ずしも学校とは限らないということが明記されたのである。以降，
この民主憲法精神にのっとり制定された国民学校法においても，家庭学習を受けている子どもは，国
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民学校での教育に参加しなくてもよいとされている。デンマーク教育省は私立学校についても下記の
ように明記している。
・ 義務教育は 1 年間の就学前クラスとプライマリ，セカンダリの 9 年間の 10 年間である。その教
育については公立学校，私立学校，自宅教育いずれにするかは親の選択の問題であり，受け入れ
基準が満たされていれば自由である。
・ デンマーク議会におけるすべての政党は，私立学校によって提供される公立学校への刺激が教育
全体の向上につながるとして財政支援をする。
・財政支援を受けている私立学校の教育内容への規則関与は，最も一般的基本的な内容のみである。
・ 認可された私立学校は，イデオロギー，宗教，政治，民族の動機に関係なく融資を受けることが
できる。（12）
コルが設立したフリースコーレは，デンマーク全体の独立学校の中核となり，私立学校運動を推進
していった。1988 年からの 10 年間で，私立学校の生徒数は約 1.5 倍となり，義務教育段階生徒総数
に占める割合は 10％から 14.2％となった。義務教育段階生徒総数，675,568 人の内，579,637 人が公
立学校 1,600 校に通い，95,931 人が 510 校の私立学校に通っている（2009 年）（13）。
シュタイナー系学校・イスラム系学校・カトリック系学校・ドイツ少数民族学校・教育実験校等
の私立学校が存在し，その中で最大多数を占めるのがフォルケホイスコーレ運動（14）の中から生まれ，
グルントヴィとコルの教育理念を継承する「フリースコーレ」である（15）。
2012 年現在，義務教育段階におけるフリースコーレは 271 校が開校しており，在籍生徒数は
32,000 人である。割合としては，私立学校在籍生徒総数の 33％，義務教育段階子ども総数の 5％の生
徒がフリースコーレに在籍している（16）。
今回対象としたフリースコーレは，創設以来，クリステン・コルの教育理念を継承しているとされ
るオレラップフリースコーレ（Ollerup friskole）である。
３　オレラップフリースコーレ初等教育段階における教育
（1）オレラップフリースコーレ概要
オレラップフリースコーレは 1867 年，クリステン・コルの学校理念に賛同したラスムス・ベダー
センによって，青年農民のためのフォルケホイスコーレとして創設された。その後，様々な経緯を経
て，1920 年代より新しい学校として歩み始めた。自由な教育内容を取り入れ，受け入れの年齢層も
学校施設も拡張していった。1950 年代になると農村の都市化が進み，小規模校にとっては存続が困
難な時代となった。この時期に教育環境向上へと方針転換することで，オレラップフリースコーレは
生徒数を増加させた。保育園クラスも設置し，現在では生徒数 150 名の学校である（17）。
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（2）教育理念
国家からの抑圧，強制学習と暗記学習に対する抵抗として創設されたコルの学校理念を継承し，神
聖な生き物として子どもを信じることを教育理念として掲げ，デンマークの独立した学校として存続
してきたのがフリースコーレである。オレラップフリースコーレも，グルントヴィとコルの思想に触
発された幸せな学校創りをしていくとし，基本理念としてグルントヴィとコルの教育理念を掲げてい
る。すべての子どもたちは唯一無二であるという大切なことを理解することが重要であると示して
いる。
オレラップフリースコーレ教育理念として掲げられている内容は，下記のとおりである。
・学校は個々の子ども（18）の性格を尊重し，発展させる環境と場を創造する必要がある。
・学校は子どもの好奇心と想像力を刺激していく。学ぶ意欲，生きていく熱意を与える。
・ 学校は子ども自身に，自分の学習と能力開発への責任と予定を提示する必要がある。またそのた
めのツールを提供する必要がある。
・ 学校は，生徒たちのことをよく知り，社会的，文化的，歴史的な文脈の中の知識を与える必要が
ある。
・学校は親，生徒とスタッフの間のコミュニティであり，開放性と共感に基付いている。
・学校は，子どもと親の生活の自然な一部である必要がある。
（3）学校の目的
学校は個人を尊重することが基本にあり，地域社会の仕事や個人の成長のための学習の場であり，
ひとつのコミュニティである。学校での個々の経験を，権利や義務という方法ですべての社会コミュ
ニティに貢献していくことを目的として掲げている。
安全な環境の中で，オープンステージイベントや，テーマ週間の設定により，年齢を超えて相互作
用する経験をしていくことを目的としている。
（4）学習内容についての指針
包括的，多様性のある学習内容，方法を求めていくことが必要であるとしている。具体的には，自
然野外活動としてキャンプの実施，文化的イベント，彫刻や芸術作品の創造活動，音楽や演劇活動，
特に，地元の音楽学校と連携をとりながら，オープン音楽室での合同活動を展開している。
教育は歴史的・詩的でなければならない。ティーチングは活気と詩的な言葉で語られ，聞く者たち
が創造的に刺激されなければならないとし，授業時間以外にも，生徒と教師は対話と協力の中で信頼
し合い学びあうことを学習の指針としている。
（5）カリキュラムと時間割
カリキュラム内容については，私立学校法により，公立学校に準拠することが義務付けられてい
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る（19）。ただし，学校独自の科目についても認められる。下記は，オレラップフリースコーレ 0 年生
から 3 年生までの具体的な時間割である。
0 年生は就学前教育期間として，2009 年よりデンマーク公私立学校において義務化された。年齢は
年長クラスにあたる 6 歳クラスである。学校内に教室を設置し，保育園（20）と 1 年生との接続期間と
しての学習内容となっている。
すべての学年に，「お話の時間」が授業として組み込まれている。お話の時間の設定されている日
は，お話からイメージした内容を子どもたちがそれぞれ展開していけるように，自由時間となってい
0 年生クラス時間割
月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
 8：15– 9：10 DJ※ DJ お話の時間 DJ DJ
 9：10– 9：50 DJ DJ 自由 DJ DJ
10：20–11：05 DJ KE※スポーツ KE 運動
11：05–11：50 DJ KE 運動
※  すべての学年の時間割には科目名の前に，担当者教員名頭文字が示されている。実際の時間割には，時間表
下に担当者フルネームと担当科目が明記されている。
　  0 年生クラスは，学科授業ではなく，総合的な遊びを通じての学習が中心となる。また 0 歳児クラスの授業
には併設されている 0 歳から 3 歳対象の学童保育所の，保育資格を有する学童指導員が担当する場合もある。
1 年生クラス時間割
月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
 8：15– 9：10 キリスト教 / 歴史 体育 お話の時間 数学 デンマーク語
 9：10– 9：50 デンマーク語 体育 ※自由 数学 ※※ Sprog  英語
10：20–11：05 芸術 算数 自由 音楽 デンマーク語
11：05–11：50 芸術 演奏 自由 デンマーク語 デンマーク語
デンマーク語
　※  自由時間は，グループごとに体育館スポーツ・コンピュータールームのある図書館での読書・ホールでの
卓球・屋外トラックでのサッカー・ソフトボール等の活動をする。各エリアで担当教師が見守る。
※※Sprog　は第二言語のこと。デンマークにおいては英語。
2 年生クラス時間割
月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
 8：15– 9：10 キリスト教 / 歴史 デンマーク語 お話の時間 体育 算数
 9：10– 9：50 デンマーク語 算数 自由 体育 算数
10：20–11：05 英語 芸術 自由 算数 デンマーク語
11：05–11：50 デンマーク語 芸術 自由 音楽 デンマーク語
デンマーク語 演奏（合同）
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る。0 年生クラスにおいては，科目授業ではなく，自由活動の中で子どもたちが集団活動に慣れてい
くことが中心プログラムとなっている。デンマーク語の発音，数字の感覚を養う授業など，クラスの
状況に応じ，担任裁量で内容決定ができるようになっている。
また，8 時 15 分からの朝の集会が毎日行われ，学校全員が一同に話しを聴いたり，歌ったりする
機会が設定されている。1 時間目の授業は，朝の会の終了後に開始となる。2 時間目の授業後，30 分
の休憩があり，その後，午前 11 時 50 分まで授業。高学年クラスは 13 時 50 分，あるいは 14 時 45 分
まで授業となっている。
自由時間の活動は様々である。音楽とお話しの時間のある週は，通常の授業に加えて，すべての学
生たちが時間を共有する。毎年全員で第九合唱を歌うことになっている（21）。
４　オレラップフリースコーレにおける「お話の時間」の意義
オレラップフリースコーレの教育においては，読み聞かせやお話は重要な部分であるとしている。
1867 年学校創設以来，教師たちは様々な読み聞かせを実践してきた。聖書物語，神話，英雄伝説，
自然と歴史物語などである。また自由なお話や物語創りも重要としてきた。それらのフレーム創りは，
音楽教師による祈りと歌の時間である毎日の朝の歌の時間にある。前日の夜に体験した個人的な小さ
な出来事―　例えば動物を捕まえたこと，家での楽しいイベント，空に謎の UFO を発見したことな
どを朝の歌の時間に，子どもたちは順番に全員の前でお話しする。教育に支障がない限りは，授業毎
時間に授業内容に関連する物語の時間も含まれている。内容はおばあちゃんの話や，アフリカの話，
狐の話など，授業内容に関連する多岐に渡るものである。
授業以外に毎週お話タイムがあり，午後 4 時から午後 9 時までに毎週どこかの日時で設定されてい
る。音楽史や動物，魚のこと，みにくいアヒルの子などのアンデルセンのお話など，様々な事柄につ
いてお話を通じて学ぶ。地域からのゲストテーラーもいつでも歓迎するとのことである。
以上のことから，オレラップフリースコーレ低学年を中心とした教育においては，子どもたち自ら
が自分の体験を語る時間，教師が歴史や神話，物語を語る時間，全員で歌う時間などが，朝の集会や
お話の授業や午後の特別イベントにおいて確保されていることがわかる。また，4 年生からは「kreak
（創造）」という科目名の授業が入っており，総合的な創造として舞台発表製作等に向けての授業が設
3 年生クラス時間割
月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
 8：15– 9：10 体育 算数 お話の時間 デンマーク語 自然
 9：10– 9：50 体育 音楽 自由 デンマーク語 自然
10：20–11：05 英語 デンマーク語 自由 デンマーク語 算数
11：05–11：50 キリスト教 / 歴史 デンマーク語 自由 算数 芸術
演奏 合唱（合同） 演奏（合同）
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定されている。
また，ナレーターは言葉の裏側に感じるものを表現することが必要であるとし，教師は情熱的であ
るだけでなく，あらゆる要素を考慮して物語を選択していくことが重要であるとしている（22）。
お話や物語についての意義を，オレラップフリースコーレでは，下記のように明記している。
子どもに授業で物語が語られたとき，子どもたちは頭の中にイメージを形成する。それぞれの
子どもは個々にイメージを創り上げる。そこには正しい答えというものは存在しない。物語の世
界において教育的価値は測定できない。物語のイメージはテレビやコンピューター画像に対抗で
きる特別なものである（23）。
オレラップフリースコーレにおいては，「生きた言葉と相互作用による対話」というグルントヴィ
とコルの理念が，現在もなお継承され，オラリティー・声の文化が教育内容として重視されているこ
とがわかる。また，声の文化を中心とした，子どもの想像力に働きかける「歴史的―詩的 」な教育
内容を現在もなお継承していることが窺える。
「生きた言葉と相互作用」という理念を，オラリティーという普遍的な概念として捉えるには，さ
らなる具体的な説明を必要とする。そこで，「生きた言葉と相互作用」を理念とした教員養成校であ
る，フリーレーラースコーレ（自由教員養成大学）における「物語」の授業と，校長のインタビュー
を通して明らかにしていく（24）。
５　フリーレーラースコーレにおける専門科目「物語」の意義
（1）フリーレーラースコーレ概要
フリースコーレの教員をめざす多くの学生が学んでいるのが，フュン島南部のオレロップにあるフ
リーレーラースコーレ（自由教員養成大学）である。1948 年にフォルケホイスコーレ運動の中で創
設された民間の大学である。他の国立教員養成大学と同額の財政補助を受けているが，運営，カリ
キュラムはすべて学校独自で決定実施している。
以下の内容は，2011 年における学校視察とインタビューを基にまとめた内容である。学校生活は
基本的には寄宿舎生活で，教員，学生寝食を共に学んでいく。在校生は 2012年現在で約 250人である。
少人数制で，昼食も夕食も教員，学生のほとんどが共にするということである。卒業後は義務教育段
階の教員，エフタースコーレ，フォルケホイスコーレの教員となることができる。
通常の教員養成大学養成期間は 4 年間であるが，フリーレーラースコーレは 5 年間である。3 年次
から 4 年次にかけて 1 年間の実習が設定されている。
カリキュラム内容は，①共通基礎科目（デンマーク語・英語・芸術・歴史・工芸　数学　音楽　科
学　宗教　ドイツ語　生物化学），②必修選択科目（コミュニティ・バランス・イデア・言語・オプ
ショナルテーマ，③専門科目（コラボレーションとコミュニケーション・ 教育学・心理学・教育法・
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物語・ワークショップメインコース）　となっている。注目したいのは，必修選択科目の言語の中に
「言語表現」が設定されていることである。言語表現の内容としては，ライティング・スピーチ・身
体言語となっている。身体言語は，教員の身体を通した発話を学ぶ授業となっている。具体的には，
身体全体で語ること，身体全体から発声する言葉が語れるようになることが目標となっている。
また，専門科目には「物語」という科目が独立して設定されている。次にこの「物語」の内容を検
討していく。
（2）専門科目「物語」の目的
「物語」はフリースコーレの教育の中心として，長い伝統を有している。クリステン・コルは教育
における物語の重要性を定着させた。子どもや青年教育，成人教育において，物語は相互作用を通じ
て，アイデンティティ形成に大きな役割を持つとしている。
「物語」の授業における目的として，下記を掲げている。
・ 口頭の物語には無数の形態がある。逸話や古典的なジャンル，神話，伝説，文学等についての基
礎知識を習得する。
・ 学生の声，顔の表情，ジェスチャー，身体言語は物語の有機的な一部として使用する意識を構築
する必要がある。
・個々の学生がひとりで即興物語を語ることに慣れ，実践できるようにする。
・ 楽器を取り入れての物語など，様々なジャンル・フィクション・事実から物語を選択し，グルー
プで取り組んでいく。（25）
（3）校長へのインタビュー
インタビュー対象者はフリーレーラースコーレ校長，Ole Pedersen　先生である。インタビュー日
時は 2011 年 8 月 11 日 13 時 30 分から 15 時である。なお，インタビューは半構成面接方法である。
―フリーレーラースコーレの教育基本内容について教えてください。
「フリーレーラースコーレの教育内容の基本は，デンマーク教育の共通する教育内容基本に
沿っています。学習内容の 4 つの基本は，宗教・言語・歴史・自然科学の 4 領域で，デンマーク
の古くからの考え方に由来しています。教科書から学ぶのではなく，現実から学んでいくことに
重きを置いた教育です。この考えは，150 年前から伝統的にデンマークに継承されています。
―教員と子どもとのコミュニケーションについてどうお考えですか。
「答えを持っている，あるいは解決策も持っている教員が子どもに伝えていくという一方的な
関係でなく，答えを持っている教員と子どもは同等の立場と考えています。ひとつの答えではな
く，個々の子どもに沿った複数の対応，問題解決をしていく中で，創造に転化していくことが大
切です。問題解決を単なるひとつの答えを教えるのではなく，差異を認めて受け入れていく中
で，あらたな創造が生まれると考えています。その創造がコミュニケーションの上で重要なこと
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です。
この転換は1800年代に生まれた相互作用という考えです。送信から受信という一方的なコミュ
ニケーションではなく，会話を続けていくためのディスカッションが重要です。会話はストップ
させることも，継続させることもできます。両者の選択が可能です。継続させることによって，
そこに相互理解が生まれます。つまり，対話という中で，相互理解が可能となるのです。教育は
Teaching ではなく　Meeting であるという考えが大切です。授業でも，ロールプレイ法をよく
使いますが，常に，どう感じたか，どう思ったかを語り合うことを重要視しています。」
―物語という授業がありますが，物語の意義をどうお考えですか。
「単に，お話しをする，聴くということではなく，物語は両者の関係つくりを内包しています。
物語的に詩的に語っていくということが重要なのです。
例えば，「愛とは」というテーマが出された場合，辞書的な定義では何も生まれません。言葉
としての意味，語句の説明はできますが，それで終わってしまいます。愛についてストーリーと
して語っていくと，聴く側がそれぞれの理解をすることが可能になります。ファンタジーとして
自由に語ることによって，それぞれの物語に，それぞれの人間の感性や生き方が込められていき
ます。これが生きた言葉なのです。辞書が語るのではなく，それぞれの生きている人間を通じて
語られる言葉が，生きた言葉です。物語によって語られることにより，愛は単に辞書的な意味で
の愛ではなく，『私にとっての愛』となります。これが生きた言葉です。」
フリーレーラースコーレ校長インタビューを通じて，グルントヴィ対話理念における「生きた言葉」
の概念が，より具体的に叙述されたといえる。フリースコーレの教員養成校におけるオラリティー重
視の教育が，フリースコーレにおいて実践され，デンマークにおけるオラリティー教育として，ひと
つの体系を形成していると考えられる。フリーレーラースコーレにおける「物語」の授業の目的から
も，身体的な声としての言葉，オラリティーが教育現場においていかに重要であるかが示されている
といえよう。
おわりに
本論においては，デンマークの伝統的な教育理念である，グルントヴィとクリステン・コルの教育
理念を教育現場において重視しているフリースコーレの教育を，オラリティーという新しい視点で検
証した。フリースコーレの教育現場において，オラリティーはどのように具現化されているのか。フ
リースコーレ初等教育段階と，その教員養成機関であるフリーレーラースコーレに焦点をあて，カリ
キュラムや時間割，インタビュー等を通して検討し，考察した。
「物語の世界において教育的価値は測定できないのである。物語のイメージはテレビやコンピュー
ター画像に対抗できる特別なものである。（26）」という物語を重視するフリースコーレの教育は，声の
文化がいかに重要であるかを語っている。これは，対話によるコミュニケーション力をどう育ててい
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くかという課題を有する日本の初等教育へのひとつの示唆となり得るのではないだろうか。
「生きた言葉と相互作用による対話」は，オラリティーという新たな視座で捉えなおされることに
より，デンマークという地域性，19 世紀という時代性の枠組みの中での限定的意義から，普遍的意
義を有する可能性を見出すことができると考えられる。オラリティー教育という視座が，新たな教育
創造を展開する視座となる可能性を孕んでいるとも考えられる。 それは，教科や授業といった領域
を超えた総合的な，包括的な教育を創造していく可能性といえるのではないであろうか。
今後の研究課題としては，フリースコーレにおけるオラリティー教育の現状をさらに詳細に調査し
ていくこと，他の私立学校，公立学校への影響についても検証していくことが挙げられる。また公立
学校におけるオラリティー教育の現状と課題についても今後検証していくことである。
注⑴ 例えば，Kai Thaning （1893）N.F.S GRUNDTVIG U, dgivet siderDansk Friskoleforening Ove Korsgaard
（2002） Grundtvig’s Educational Ideas，Heimdal No24，先山実（2009）『デンマークを知るための 68 章』村井
誠人編，明石書店等において言及されている。
 また，デンマーク教育省，私立学校ウェブサイトにおいても，下記のように記載されている。
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テン・コルの功績に由来している。彼らの考えに基付き，「生きた言葉に基付いた生活学校」として，
1844 年に国民高等学校が設立され，1852 年に子どものための学校が設立された。それらは特に農村の
人々のためのものだった。
 デンマーク教育省私立学校。http://eng.uvm.dk/Education/Primary-and-Lower-Secondary-Education/Private-
Schools-in-Denmark 2012/7/30.
　⑵ N.F.S. グルントヴィ（2011）『生の啓蒙』小池直人訳，風媒社。Grundtvig, Statsmæssig plysning, i: K.E. 
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 Nikolay Frederik Severin Grundtvig, Mennesket i Verden,. Danne-Virke, 1817.
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 Steven M. Borisy, The Land of the Living, Blue Dolpin Publishing, Inc. 1991.
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